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プ
レ
ミ
ア
ム
越
前
が
に

﹁
極
﹂
が
デ
ビ
ュ
ー

　
坂
井
市
は
、
名
勝
東と

う

尋じ
ん

坊ぼ
う

や
日
本
最
古

の
天
守
閣
・
丸
岡
城
な
ど
が
有
名
で
、
豊

か
な
自
然
環
境
や
輝
か
し
い
歴
史
・
伝
統

文
化
を
背
景
に
、
福
井
県
を
代
表
す
る
観

光
資
源
や
食
に
恵
ま
れ
た
自
治
体
で
す
。

　
福
井
県
坂
井
市
と
品
川
区
が
交
流
を
始

め
た
の
は
、２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
で
、

特
別
区
長
会
が
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
、
全
国
の
自

治
体
に
呼
び
掛
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
坂
井
市
は
、
都
心
に
あ
り
な

が
ら
、
お
互
い
の
ま
ち
に
共
通
点
が
多

い
品
川
区
に
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
お
互
い
に
海
や
港
が
あ

る
こ
と
、
水
族
館
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

品
川
区
に
は
大
井
競
馬
場
、
坂
井
市
に

は
競
艇
場
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
品
川
区

に
似
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
11
月
に
は
、

し
な
が
わ
水
族
館
で
、「
日
本
一
幸
福
な

ま
ち
か
ら
の
贈
り
物

　
極

き
わ
み

・
黄お

う

金ご
ん

が
に
が

や
っ
て
き
た
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
21
日
に
行
わ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
越

前
が
に
「
極
」
の
東
京
デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
坂
井
市
の
高
校
生
６
人
が
し
な

が
わ
水
族
館
を
訪
れ
、
坂
井
市
を
Ｐ
Ｒ
。

濱
野
健
品
川
区
長
に
「
極
」
の
レ
プ
リ
カ

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
陸
の
冬
の
味
覚
で
あ
る
越
前

シビックプライドで思いを一つに

　
品
川
区
は
、
特
別
区
長
会
の
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か

け
に
福
井
県
坂さ

か

井い

市し

と
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。
元
々
、
両
自
治
体
の
接
点

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、お
互
い
の
共
通
点
が
多
く
、交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

坂
井
市
は
昨
年
、
品
川
区
の
戸
越
銀
座
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
。

今
年
は
品
川
区
か
ら
坂
井
市
へ
の
交
流
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
つ
の

自
治
体
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
自
分
の
ま
ち
に
誇
り
を
持
つ
〝
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
〟
で
す
。

  

東
京
初
開
催
の
サ
ミ
ッ
ト
で
情
報
発
信

坂井市で開かれた全国シティプロモーションサミット
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か
に
汁
が
来
場
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ

て
い
た
親
子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

戸
越
銀
座
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
開
店

　
下
町
風
情
や
人
情
が
残
る
戸
越
銀
座
商

店
街
に
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
８
月
、

坂
井
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
開
店
し

ま
し
た
。

　
全
国
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
都
心
に

集
中
し
て
い
ま
す
が
、
品
川
区
の
戸
越
銀

座
商
店
街
を
選
ん
だ
理
由
は
、
テ
レ
ビ
番

組
に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
全
国

的
な
知
名
度
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、「
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」
と
ば
か
り
に
何

か
と
世
話
を
焼
い
て
い
た
だ
く
な
ど
、
下

町
独
特
の
人
情
味
を
感
じ
た
か
ら
だ
と
言

い
ま
す
。

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
坂
井
市
産
の

新
鮮
野
菜
や
魚
介
類
、
ブ
ラ
ン
ド
米
な
ど

食
を
通
し
た
魅
力
発
信
は
も
と
よ
り
、
観

光
情
報
や
歴
史
・
伝
統
文
化
の
紹
介
、
修

学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
発
信
と
市
民
交
流
の
拠
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。

交
流
ツ
ア
ー
で
品
川
音
頭

　
今
年
８
月
６
日
か
ら
８
日
、
品
川
区
主

催
で
、「
品
川
区
＆
坂
井
市
交
流
ツ
ア
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
区
民
が
坂
井
市
を
訪
れ
、
ご
当
地
グ
ル

メ
を
楽
し
み
、
さ
か
い
夏
ま
つ
り
に
参
加

し
て
、
坂
井
市
の
市
民
と
交
流
を
深
め
る

企
画
で
す
。
初
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

定
員
40
人
に
１
８
２
人
も
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
40
人
は
、
夏
ま
つ
り
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
夏
の
甲
子
園
に
臨
む
坂
井
高

校
野
球
部
を
応
援
す
る
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は
さ
か
い
民
踊
愛
好

会
の
メ
ン
バ
ー
15
人
と
一
緒
に
「
品
川
音

頭
」
と
「
坂
井
町
ふ
る
さ
と
音
頭
」
を
踊

り
ま
し
た
。同
行
し
た
区
の
担
当
者
は「
坂

井
市
の
方
々
が
品
川
音
頭
を
上
手
に
踊
れ

て
驚
き
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

　
一
方
、
８
月
27
日
の
と
ご
し
ぎ
ん
ざ
ま

つ
り
に
は
坂
井
市
か
ら
市
民
約
30
人
が
訪

れ
、
近
隣
町
会
の
方
々
と
一
緒
に
坂
井
市

の
「
帯
の
ま
ち
流
し
」
を
披
露
し
、
区
民

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
の
バ
ト
ン

　
昨
年
10
月
26
日
と
27
日
に
は
、
坂
井
市

で
全
国
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ

ト
が
開
か
れ
、
品
川
区
を
は
じ
め
全
国
か

ら
97
の
自
治
体
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国

持
ち
回
り
で
４
回
目
の
開
催
と
な
る
サ

ミ
ッ
ト
は
、
坂
井
市
が
主
催
し
、
品
川
区

が
共
催
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
加
速
す
る
地
方
創
生
」。
品
川
区
か
ら

は
、
し
な
が
わ
水
族
館
で
の
連
携
事
業
な

ど
坂
井
市
と
の
交
流
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
全
国
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
は
、
坂
井
市
か
ら
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぎ
、
品
川
区
の
主
催
で
、
10
月
26
日

と
27
日
に
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
で
開
催
し
ま
す
。

と
ご
し
ぎ
ん
ざ
ま
つ
り
と
坂
井
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

品川区では 「わ！しながわ」 を合

い言葉に、 伝統が息づく暮らしと

都心の魅力が共存する品川区の

素顔をＰＲする取組を行っている

　
今
回
は
初
め
て
東
京
が
会
場
と
な
り
ま

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ

～
ま
ち
と
ひ
と
を
つ
な
ぐ
体
験
を
考
え
る

～
」。
事
例
発
表
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

が
目
指
す
理
想
の
姿
、
戦
略
、
具
体
的
な

手
法
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
整
理
し
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
か
ら
近
い
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
大
井
町
店
で
は
10
月
25
日
か
ら
30

日
ま
で
、
千
葉
県
物
産
展
フ
ェ
ア
も
開
催

さ
れ
、
千
葉
県
内
の
７
自
治
体
（
千ち

葉ば

市し

、
香か

取と
り

市し

、
大お

お

多た

喜き

町ま
ち

、
野の

田だ

市し

、
白し

ら

子こ

町ま
ち

、
東と

う

金が
ね

市し

、
木き

更さ
ら

津づ

市し

）
が
参
加
す

る
予
定
で
す
。
区
で
は
26
日
と
27
日
に
開

催
さ
れ
る
全
国
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
と
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

触
発
さ
れ
た
坂
井
市
と
の
交
流

　
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
縁

と
な
っ
た
坂
井
市
と
の
交
流
事
業
。
こ
れ

ま
で
交
流
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
区
の
職

員
は
、「
坂
井
市
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

が
違
う
。
郷
土
愛
が
強
く
、
ま
ち
を
良
く

し
よ
う
、
他
の
自
治
体
と
仲
良
く
し
よ
う

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
て
い
て
触

発
さ
れ
ま
し
た
」
と
も
語
り
ま
し
た
。

　
品
川
区
は
こ
れ
ま
で
、「
協
定
」
を
結
ん

だ
神
奈
川
県
山や

ま

北き
た

町ま

ち、
山
梨
県
早は

や
か
わ
ち
ょ
う

川
町
、

岩
手
県
宮み

や

古こ

市し

、
福
島
県
富と

み

岡お
か

町ま
ち

な
ど
、

様
々
な
自
治
体
と
の
交
流
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
坂
井
市
と
の
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
接

点
の
な
か
っ
た
都
市
で
あ
り
、
新
し
い

自
治
体
間
連
携
の
つ
な
が
り
方
だ
と
言

え
ま
す
。

　
担
当
者
は
「
協
定
を
結
び
、
形
を
整

え
た
上
で
の
交
流
で
は
な
く
、
お
互
い

に
で
き
る
こ
と
を
じ
っ
く
り
話
し
合
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の
で
、
お
互
い
の

強
み
を
活
か
せ
る
連
携
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
自
治
体
間
連
携
に
広
が
り
が

出
て
き
て
、
他
の
自
治
体
や
民
間
企
業
、

市
民
同
士
も
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性

が
広
が
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
よ
う
と
し
て

い
る
品
川
区
に
と
っ
て
、
坂
井
市
と
の
交

流
は
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
、
全
国
に
ま
ち
の

良
さ
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
は
、

東
京
も
地
方
都
市
も
同
じ
で
す
。
地
方
の

衰
退
や
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

今
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
全
国
の
自
治

体
が
思
い
を
一
つ
に
し
て
日
本
を
元
気
に

し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
東
京
・

品
川
か
ら
発
信
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
全
国
連
携
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な

意
味
を
持
つ
は
ず
で
す
。

今
年
１
月
に
発
行
さ
れ
た

幕
末
維
新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
版

　１８６７年の「大政奉還」から１５０年目の節目となる

２０１７年、京都府京
き ょ う と し

都市の呼び掛けで、幕末維新に縁

を持つ全国の22都市が連携した「大政奉還１５０周年記

念プロジェクト」が行われています。品川区も土佐藩下屋

敷があり、坂本龍馬が黒船来航の折に警護にあたった

とされている縁から、このプロジェクトに参画しています。

　今年１月に「幕末維新ガイドブック」を発行。６月には改

訂版を発行しました。参画都市の幕末維新関連事業、和

菓子やお酒の紹介をしています。スタンプラリーに応募し

た人の中から抽選で参画都市の名産品・オリジナルグッ

ズがプレゼントされます。
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か
に
汁
が
来
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者
に
ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ

て
い
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連
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な
ど
で
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ま
し

た
。

戸
越
銀
座
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
開
店

　
下
町
風
情
や
人
情
が
残
る
戸
越
銀
座
商

店
街
に
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
８
月
、

坂
井
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
開
店
し

ま
し
た
。

　
全
国
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
都
心
に

集
中
し
て
い
ま
す
が
、
品
川
区
の
戸
越
銀

座
商
店
街
を
選
ん
だ
理
由
は
、
テ
レ
ビ
番

組
に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
全
国

的
な
知
名
度
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、「
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」
と
ば
か
り
に
何

か
と
世
話
を
焼
い
て
い
た
だ
く
な
ど
、
下

町
独
特
の
人
情
味
を
感
じ
た
か
ら
だ
と
言

い
ま
す
。

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
坂
井
市
産
の

新
鮮
野
菜
や
魚
介
類
、
ブ
ラ
ン
ド
米
な
ど

食
を
通
し
た
魅
力
発
信
は
も
と
よ
り
、
観

光
情
報
や
歴
史
・
伝
統
文
化
の
紹
介
、
修

学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
発
信
と
市
民
交
流
の
拠
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。

交
流
ツ
ア
ー
で
品
川
音
頭

　
今
年
８
月
６
日
か
ら
８
日
、
品
川
区
主

催
で
、「
品
川
区
＆
坂
井
市
交
流
ツ
ア
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
区
民
が
坂
井
市
を
訪
れ
、
ご
当
地
グ
ル

メ
を
楽
し
み
、
さ
か
い
夏
ま
つ
り
に
参
加

し
て
、
坂
井
市
の
市
民
と
交
流
を
深
め
る

企
画
で
す
。
初
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

定
員
40
人
に
１
８
２
人
も
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
40
人
は
、
夏
ま
つ
り
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
夏
の
甲
子
園
に
臨
む
坂
井
高

校
野
球
部
を
応
援
す
る
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は
さ
か
い
民
踊
愛
好

会
の
メ
ン
バ
ー
15
人
と
一
緒
に
「
品
川
音

頭
」
と
「
坂
井
町
ふ
る
さ
と
音
頭
」
を
踊

り
ま
し
た
。同
行
し
た
区
の
担
当
者
は「
坂

井
市
の
方
々
が
品
川
音
頭
を
上
手
に
踊
れ

て
驚
き
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

　
一
方
、
８
月
27
日
の
と
ご
し
ぎ
ん
ざ
ま

つ
り
に
は
坂
井
市
か
ら
市
民
約
30
人
が
訪

れ
、
近
隣
町
会
の
方
々
と
一
緒
に
坂
井
市

の
「
帯
の
ま
ち
流
し
」
を
披
露
し
、
区
民

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
の
バ
ト
ン

　
昨
年
10
月
26
日
と
27
日
に
は
、
坂
井
市

で
全
国
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ

ト
が
開
か
れ
、
品
川
区
を
は
じ
め
全
国
か

ら
97
の
自
治
体
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国

持
ち
回
り
で
４
回
目
の
開
催
と
な
る
サ

ミ
ッ
ト
は
、
坂
井
市
が
主
催
し
、
品
川
区

が
共
催
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
加
速
す
る
地
方
創
生
」。
品
川
区
か
ら

は
、
し
な
が
わ
水
族
館
で
の
連
携
事
業
な

ど
坂
井
市
と
の
交
流
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
全
国
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
は
、
坂
井
市
か
ら
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぎ
、
品
川
区
の
主
催
で
、
10
月
26
日

と
27
日
に
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
で
開
催
し
ま
す
。

と
ご
し
ぎ
ん
ざ
ま
つ
り
と
坂
井
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

品川区では 「わ！しながわ」 を合

い言葉に、 伝統が息づく暮らしと

都心の魅力が共存する品川区の

素顔をＰＲする取組を行っている

　
今
回
は
初
め
て
東
京
が
会
場
と
な
り
ま

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ

～
ま
ち
と
ひ
と
を
つ
な
ぐ
体
験
を
考
え
る

～
」。
事
例
発
表
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

が
目
指
す
理
想
の
姿
、
戦
略
、
具
体
的
な

手
法
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
整
理
し
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
か
ら
近
い
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
大
井
町
店
で
は
10
月
25
日
か
ら
30

日
ま
で
、
千
葉
県
物
産
展
フ
ェ
ア
も
開
催

さ
れ
、
千
葉
県
内
の
７
自
治
体
（
千ち

葉ば

市し

、
香か

取と
り

市し

、
大お

お

多た

喜き

町ま
ち

、
野の

田だ

市し

、
白し

ら

子こ

町ま
ち

、
東と

う

金が
ね

市し

、
木き

更さ
ら

津づ

市し

）
が
参
加
す

る
予
定
で
す
。
区
で
は
26
日
と
27
日
に
開

催
さ
れ
る
全
国
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
と
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

触
発
さ
れ
た
坂
井
市
と
の
交
流

　
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
縁

と
な
っ
た
坂
井
市
と
の
交
流
事
業
。
こ
れ

ま
で
交
流
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
区
の
職

員
は
、「
坂
井
市
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

が
違
う
。
郷
土
愛
が
強
く
、
ま
ち
を
良
く

し
よ
う
、
他
の
自
治
体
と
仲
良
く
し
よ
う

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
て
い
て
触

発
さ
れ
ま
し
た
」
と
も
語
り
ま
し
た
。

　
品
川
区
は
こ
れ
ま
で
、「
協
定
」
を
結
ん

だ
神
奈
川
県
山や

ま

北き
た

町ま

ち、
山
梨
県
早は

や
か
わ
ち
ょ
う

川
町
、

岩
手
県
宮み

や

古こ

市し

、
福
島
県
富と

み

岡お
か

町ま
ち

な
ど
、

様
々
な
自
治
体
と
の
交
流
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
坂
井
市
と
の
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
接

点
の
な
か
っ
た
都
市
で
あ
り
、
新
し
い

自
治
体
間
連
携
の
つ
な
が
り
方
だ
と
言

え
ま
す
。

　
担
当
者
は
「
協
定
を
結
び
、
形
を
整

え
た
上
で
の
交
流
で
は
な
く
、
お
互
い

に
で
き
る
こ
と
を
じ
っ
く
り
話
し
合
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の
で
、
お
互
い
の

強
み
を
活
か
せ
る
連
携
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
自
治
体
間
連
携
に
広
が
り
が

出
て
き
て
、
他
の
自
治
体
や
民
間
企
業
、

市
民
同
士
も
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性

が
広
が
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
よ
う
と
し
て

い
る
品
川
区
に
と
っ
て
、
坂
井
市
と
の
交

流
は
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
、
全
国
に
ま
ち
の

良
さ
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
は
、

東
京
も
地
方
都
市
も
同
じ
で
す
。
地
方
の

衰
退
や
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

今
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
全
国
の
自
治

体
が
思
い
を
一
つ
に
し
て
日
本
を
元
気
に

し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
東
京
・

品
川
か
ら
発
信
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
全
国
連
携
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な

意
味
を
持
つ
は
ず
で
す
。

今
年
１
月
に
発
行
さ
れ
た

幕
末
維
新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
版

　１８６７年の「大政奉還」から１５０年目の節目となる

２０１７年、京都府京
き ょ う と し

都市の呼び掛けで、幕末維新に縁

を持つ全国の22都市が連携した「大政奉還１５０周年記

念プロジェクト」が行われています。品川区も土佐藩下屋

敷があり、坂本龍馬が黒船来航の折に警護にあたった

とされている縁から、このプロジェクトに参画しています。

　今年１月に「幕末維新ガイドブック」を発行。６月には改

訂版を発行しました。参画都市の幕末維新関連事業、和

菓子やお酒の紹介をしています。スタンプラリーに応募し

た人の中から抽選で参画都市の名産品・オリジナルグッ

ズがプレゼントされます。
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